
分数演算理論 

分数ってどうしてできたの?･･･ 

みなさんはこの質問にきちんと答えられますか｡実はこれはとてもむずかしいことですが､2÷3は３分

の２というんだょっていう､ありきたりの説明では実は本当にわかったことにはならないかもしれません｡

とくに小学生のみなさんにはなかなか理解しにくいことかもしれません｡中学生以降になればなおさら

深い意味を追求しないまま一過性のものになりがちなのが現状のようです｡ここで分数のできあがっ

た真の意味をしっかり理解しましょう｡ 

【分数が出現したわけ･･･】 

たとえば､･･･目の前に1個のまんじゅうがあるとします｡このまんじゅうを兄弟2人でけんかしないよう

にわけるとき1人何個ずつもらえますか､ときかれれば､すかさず｢半分ずつもらえる｣というでしょうが､

これを式で表してみると1÷２なので･･・､なぜか「0.5個ずつ」と言ってしまいませんか（^-^）･･･(本当は

半分ずつでも正解なのに･･･)｡ところが､3人なら､といわれると､式なら「1÷3」とまではいえるでしょうが､

答えはと聞くと｢･･･? われないからどうしよう?｣ってなりませんか･･･｡ 
1個のまんじゅうを･･･ 

･･･この同じ1個のまんじゅうを兄妹3人でけ

んかしないように分けるなら1÷３とかい

て､･･･???とすると､このときはさきほどのよう

にはうまくわりきれないことに気付きますね｡ 

また実際にいくらわり続けたとしても小数で

は無限大まで限りなく3が続き､うまく表わせ

ないことにすぐに気付くはずですね｡そこで

登場したのが分数なのです｡実例では､前の

２例ならそれぞれ「2個に分けた1個分」とか､

「3個に分けた1個分」というように､お母さん

が（きっと頭の中できちんと中心角を考えな

がら?･･･）､このおまんじゅうをきょうだいの

人数分で等分してから包丁ですかさず切っ

て､その１こずつを人数分のお皿に分けての

せていることと思います｡さて､これを算数で

は､きちんと言える様にしたいため､1人あたりは1/２（にぶんのいち）個ずつ､とか､1/３（さんぶんのいち）個

ずつもらえるといっているのです｡これが分数の出現理由なのです｡なぜなら､後例のように小数では

0.3333333･･･個となって言えない場合でも分数でなら簡単に1/3個といえるからなのです｡ただ1/3個と言わ

れてもなかなかその大きさがとらえにくい数量に思えるのでなじむまでに時間がかかるでしょうね｡ほかにも

たとえば､もし123人きょうだい?だったら･･・といわれたら､1人分は1÷123となるので､1人分は1/123(123ぶ

んのいち)個のまんじゅうがもらえるというわけですが､それって､1人どれくらいまんじゅうがもらえるかはと

らえにくいかもね?･･･むずかしいようですが分数数字であつかえば計算はあっという間に簡単になるので

す｡ 

２個のまんじゅうを･･･ 

･･･では､今度は2個のまんじゅうを兄弟3人

でけんかしないようにわけると･･･だったらど

うでしょう｡ 

この場合も､1人分を求める式は､２÷３で求

められ､1人分は､2/3･･･｢３ぶんの２｣個ずつ

もらえるといってよいわけです｡ 

実際には2個のまんじゅうをたてにつみ重ね

て､包丁で同時に3等分しているわけですが､

2個に分けた1個分のこ

と･･･1÷2 と書いて 1/２

｢にぶんのいち｣とよむ 

3個に分けた1個分のこ

と･･･1÷3 と書いて 1/3

｢さんぶんのいち｣とよむ 

それぞれを 3 個ずつに

分けた 2個分のこと･･･2

÷3と書いて2/3｢さんぶ

んのに｣とよむ 



それぞれを同時に3等分していて､縦に2個ずつ取ったものが 2/3(3分の2)個といっているのです｡わかりま

したか｡ 

 また､1個のまんじゅうでも123等分に分けた123個分が､結局このまんじゅう1個分に相当するわけです｡

1234等分に分けた1234個分もまた､このまんじゅう1個分と同じということがわかりますね｡この意味におい

ては1分の1も､2分の2も､3分の3も、4分の4も､5分の5も､6分の6も､･･･123分の123も､･･･と､どんな大きな

数を使ってでも､前（上）と後ろ(下)の数が同じなら､これらすべて1個分のまんじゅうの量のことを言い表すこ

とができることもわかります｡ 

つまり分数とは､むずかしいいい方をすると整数や小数の別記表示のことでもあります｡ 

たとえば100円を兄弟3人でけんかしないように分けるとすると､式で書けば､100円÷３＝で､1人あたりの

金額は､10円玉だけを使うなら1人に3枚の30円ずつ分けられて10円あまることになりますが､1円玉を使え

ば1人33枚の33円ずつもらえます｡この場合は1円だけあまってしまいます｡これ以上は､どうしても3人で分

けることはできませんね｡この場合は整数までの範囲で分けるといいます｡あるいは､100kgのブロックを運

ぶ仕事を3人で終えるには何日かかりますか･･･とか､99円で買ったお菓子にかかった５％消費税もふくめ

て計算すると､99×1.05＝103.95円になるのに､実際にはらったお金は103円という場合､なぜ0.95円がけず

られているのか･･･または1年間に10万円を定期預金として預けたが､利率を乗じて(かけて)計算しても小数

になってしまうからすこし減っているとか･･･日常､あれこれ私たちが気づかないところでこのように切り捨て

られたり､切り上げられたりして整数にされている場合が多いのです｡ 

 また100時間かかる宿題を5日間ですると､1日あたりは100÷5で20時間かかりますが､6日間ですまそうと

すると､100÷6で100/6時間･･･とは､･・･つまり1日あたりは16時間ずつかかり､あまり4時間になります｡これ

は仕方ないので､つぎの7日目の1日のうちの4時間を使わないとできないということですよね｡また8日間な

らどうでしょう･･・100÷8で1日あたりは12.5時間ですね｡これは小数でも言い表せますね｡または分単位を

使って正確に言うなら､12時間と0.5時間､つまり12時間はかかるが13時間はかからないということなので､こ

の場合は12時間と30分･・･と次の小さい単位で整数を使って言い表すこともできます｡ 

 このように小数または分数の範囲にまで広げてみると､たとえば一袋に3個入りのまんじゅうが100円で売

っている場合､袋から取り出して1個だけばら売りで買えるのならば1個あたりの値段は､分数でいえば

100/3円といえますが､小数では33.333333･･･円となって永久に言い切れるお金ではなく､どちらの場合でも

実際のお金で払うことはできません｡ところが不思議なことに､ちょうど3個､6個､9個､12個･･･の3の倍数の

個数分のまんじゅうを買いたいときだけ､実際のお金できちんと支払うことができるようになるのです｡･･・あ

たりまえのことですが･･･（^=^） 

このように､整数や小数ではある限界があるのですが､表し方に限界がないものがまさに分数なのです｡

分数はこういう意味でも無敵です｡どんな言い表し方を使ってでも書き表すことができる表記法なのです｡だ

からこれを自由に使わない手はないでしょう｡さっそくその分数の便宜性を利用して実際に工夫して使って

いきましょう･･･受験では問題文中に特に計算手法に指定がない場合は､ぜひ､この分数演算計算手法を

積極的に取り入れてください。ではその理論を早速説明していきましょう･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

分数演算理論･･･なぜ×と÷が同じなのか･･･ 



【問題】 

 

 
分数演算理論･･･分数立て既約分数式連除法･･･ 

これは簡単にいうと､3/4と6/8とが同じ大きさであることを利用して､簡単な数字に直してから､割り算をす

る方法です｡3けたや5けたくらいの数の割り算のような場合などには､たいへんになります｡間違いも起こし

やすくなります｡たとえば24192÷1152･･･とか､0.24192÷0.1152とか､24.192÷1.152とか､あるいは､

2419200000÷115200000･･･などのようなけた数の多い計算などはそのまままともに計算したとしたらまず

は短時間内に正確な答えは出ないでしょう･･･この意味でもやはり簡単にした方がいい場合にはおたがい

に分数式に２階建てにして上下で割りあってできるだけ簡単な数字にしてから答えを出す方式をおすすめ

します｡あるいは反対にかけざんの場合にも256×12440などはこのままの形で（かっこ）などをつけてあえ

て計算しないことによって最後に簡単な割り算から残った数のみを掛け算して答えを速やかにしかも正確

に出す方式をおすすめします｡これは割り算の場合には､わられる数とわる数のどちらに同じ数同士をかけ

ても､あるいは同じ数同士でわっても､その答えはつねに変わらないことを利用したものです｡少数の割り算

の場合にも､この方式を利用できますが､あまりだけはもとの小数点で考えるようにすることだけは忘れない

ようにしましょう｡                                           ＠ＳＯＳ受験スクール 
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どっちをどっちで割る

のか･･･を考えると･･･ 

○×（  ）＝△    →（  ）＝△÷○ 

○÷（  ）＝△    →（  ）＝○÷△ 

2×（  ）＝8    →（  ）＝8÷2 

8÷（  ）＝2    →（  ）＝8÷2 

2×☐＝8 

8÷☐＝2 

･･・簡単な例で考えるとす

ぐにわかるでしょう･･・ 

5×（  ）＝3    →（  ）＝3÷5＝0.6 ＝3/5 

3÷（  ）＝5    →（  ）＝3÷5＝0.6 ＝3/5 

5×（  ）＝3    →（  ）＝3÷ 5＝0.6      ＝3/5 

5÷（  ）＝3    →（  ）＝5÷ 3＝1.6666･･・＝5/3 

3×（ 5/3 ）＝5   →（  ）＝5÷ 3＝5/3 

3÷（ 3/5 ）＝5   →（  ）＝3÷ 5＝3/5 

小数､分数の順に表していくと･･・ 

12×（ 5/12 ）＝5 これからいえることは･･･2 式はどちらも同じ答えの 5になります

ね･･･つまり･･･ 

☐÷12/5＝･･･と､☐×5/12＝･･･の答えは同じになります･･･ 

分数に書きもどすと･･・ 

12÷（ 12/5 ）＝5 

小数では表せない･･・ 


